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　「癌」という漢字は病気を意味する「やまいだれ（疒）」に岩を意味する
「嵒」を組み合わせたものである。その名の通り、固形がん組織の多くは
正常な組織に比べて岩のように硬いことが多い。我々はこれまでに細胞が
接着する足場の硬さががんという病気を増悪させることを報告してきた。
硬い足場に接着したがん細胞はNF-κB や YAP などの転写因子を活性化
させ、それにより悪性化することを発見した。さらに間葉系幹細胞は硬い
足場上でがん関連繊維芽細胞に分化し、乳がんの進行に寄与することを
見出した。本セミナーでは演者の最新の研究知見（膵臓がんや圧縮スト
レスなど）についても併せて議論する。
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本セミナーは英語で開催されます - This seminar will be in English.

Mechanism of cancer progression
triggered by tissue stiffness


